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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 1,388 44.1 200 － 187 － 91 －

2021年３月期 963 △20.5 △35 － △24 － △33 －
(注) 包括利益 2022年３月期 96百万円( －％) 2021年３月期 △28百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 73.42 70.69 33.6 17.8 14.4

2021年３月期 △28.15 － △29.4 △3.1 △3.7
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円
　

(注)１．2021年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、当社株式
は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり当期純損失であるため、記載しており
ません。

２．2021年12月21日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、2022年３月期の潜在株式調整後１株当たり当
期純利益については、新規上場日から2022年３月期連結会計年度の末日までの平均株価を期中平均株価とみな
して算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 1,326 464 33.7 318.97

2021年３月期 782 108 12.3 81.52
(参考) 自己資本 2022年３月期 447百万円 2021年３月期 96百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 227 13 182 863

2021年３月期 △21 4 84 440
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2023年３月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －
　

　　



３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 1,742 25.5 205 2.5 201 7.3 122 34.4 87.38

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 1,402,525株 2021年３月期 1,181,275株

② 期末自己株式数 2022年３月期 －株 2021年３月期 －株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 1,242,367株 2021年３月期 1,181,275株
　

　

　　



(参考) 個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 283 △18.6 △31 － △141 － △59 －

2021年３月期 348 － 41 － 40 － △10 －
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 △47.69 －

2021年３月期 △8.49 －
　

(注)2021年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、当社株式は非
上場であり、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。
2022年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純
損失であるため記載しておりません。

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 162 113 68.0 78.60

2021年３月期 161 △87 △56.0 △76.49

(参考) 自己資本 2022年３月期 110百万円 2021年３月期 △90百万円
　

　
＜個別業績の前年度実績値との差異理由＞

当事業年度の売上高につきまして、当社の連結子会社である株式会社24-7の経営支援に伴う経営指導料の一部見
直しにより前年度実績値との間に差異が生じております。営業利益につきましては管理部門の体制強化のための採
用教育費の増加等により、経常利益につきましては営業外費用として連結子会社である株式会社24-7に対する新規
貸付による貸倒引当金繰入額97,452千円の計上があったことによる落ち込みがあったものの、上記貸付に対する貸
倒引当金を認識したことにより特別利益として関係会社事業損失引当金戻入額90,320千円の計上が発生しておりま
す。

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている予想数値は、現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不

確定要素を含んでおります。実際の業績等は内外の情報変化等により、本資料の数値と異なる場合があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、世界的な新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける中で、ワクチン

接種の促進や各種の経済施策により、国内外で社会経済活動が回復に向かうことが期待されております。しかしな

がら、オミクロン株の感染急拡大により、多くの地域でまん延防止等重点措置が実施されるなど、新型コロナウイ

ルス感染症の終息時期及び経済活動の動向は、依然として先行きが不透明な状況が続いております。また、ロシア

によるウクライナ侵攻もあり、世界的な景気下振れリスクに対する十分な注意は引き続き必要であり、依然として

先行きは不透明であります。

当社グループが事業展開を行うインターネット領域においては、「2021年日本の広告費」（株式会社電通）によ

ると、日本の総広告費が６兆7,998億円（前年比110.4%）と新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた2020年

から回復する中で、インターネット広告費は社会の急速なデジタル化を背景に大きく伸長し、２兆7,052億円（前年

比121.4%）となり、総広告費におけるインターネット広告費の構成比は39.8%まで拡大しております。

このような状況の下、当社グループでは「運用支援」、「運用支援ツールの提供」、「教育」といった当社グル

ープ独自のソリューションを強みに、企業のマーケティング活動を総合的に支援してまいりました。

この結果、当連結会計年度の売上高は1,388,119千円(前期比44.1%増)、営業利益200,329千円(前連結会計年度は

35,641千円の損失)、営業外費用として株式交付費5,000千円、株式上場費用6,403千円が発生したことにより経常利

益187,309千円(前連結会計年度は24,503千円の損失)、親会社株主に帰属する当期純利益91,218千円(前連結会計年

度は33,248千円の損失)となりました。

セグメントごとの業績は以下のとおりです。

(SNSマーケティング事業)

企業のSNSアカウントの戦略策定から開設、運用代行、キャンペーンの企画・運用、広告出稿、レポート作成、効

果検証までサポートするSNSアカウント運用支援サービス、SNSマーケティングを効率化するSaaS型のSNS運用支援ツ

ールの開発・提供をしております。また、これらのノウハウを活かしてコンテンツ開発をしたSNSエキスパート検定

講座の提供をしております。

当連結会計年度におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響でリモートワークや自宅での時間が増えたこ

とから、SNS利用時間や接触時間が増加したこと。オフラインでのマーケティングがオンラインにシフトする中で、

企業のデジタルマーケティングにおいてもSNSマーケティングの重要性は高まっております。そのため新規運用案件

の受注が好調に推移したほか、SaaS型のSNS運用支援ツールも導入件数も拡大し、当社グループの成長を牽引いたし

ました。

この結果、当連結会計年度の売上高(「セグメント間の内部売上高又は振替高」を含まない外部顧客への売上高

（以下同じ）)は1,313,274千円(前期比45.5％増)、セグメント利益は515,124千円(前期比99.7％増)となりました。

(マーケティングオートメーション事業)

マーケティングオートメーション、営業支援システム、顧客管理システムの３つのクラウドサービスを用いて、

顧客の経営課題に沿った戦略策定やプロセスの設計、最適なテクノロジーの選定、運用サポートまでワンストップ

で支援しております。当連結会計年度におきましても、Salesforceの運用サポートサービスの拡充と顧客開拓に取

り組んでまいりました。

この結果、当連結会計年度の売上高は74,845千円(前期比46.6％増)、セグメント損失は6,086千円(前期は11,026

千円の損失)となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末における流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ567,646千円増加し1,283,013千

円となりました。これは主に、新株発行に伴う払込等により現金及び預金が423,679千円増加したこと等によりま

す。固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ23,799千円減少し43,428千円となりました。これは主に、

償却により、のれんが4,556千円、税務上の一時差異の減少により繰延税金資産が7,572千円減少したこと等によ

ります。その結果、資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ543,846千円増加し1,326,441千円となり

ました。

(負債)

当連結会計年度末における流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ253,029千円増加し693,296千円

となりました。これは主に、課税所得の増加により未払法人税等が63,291千円、未払消費税等が55,474千円、決

算賞与等の発生により未払金が77,295千円増加したこと等によります。固定負債につきましては、前連結会計年

度末に比べ65,329千円減少し168,700千円となりました。これは借入金の返済により長期借入金が65,329千円減少

したことによります。その結果、負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べ187,700千円増加し861,996

千円となりました。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ356,145千円増加し464,444千円と

なりました。これは新株発行に伴う払込により資本金及び資本剰余金がそれぞれ124,614千円、親会社株主に帰属

する当期純利益の計上により、利益剰余金が91,218千円増加したこと等によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、227,176千円となりました。これは主に税金等調整前当期純利益186,462千円の

計上、仕入債務の増加53,912千円、未払金の増加77,295千円、未払消費税等の増加55,474千円等の収入があった一

方で、売上債権の増加160,432千円等の支出があったことによるものであります。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、13,766千円となりました。これは主にその他(敷金の回収による収入等)13,746

千円等の収入があったことによるものであります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、182,737千円となりました。これは新規上場等に伴い株式の発行による収入

254,853千円があった一方で、長期借入金の返済による支出72,116千円があったことによるものであります。

（４）今後の見通し

2023年３月期の業績予想につきましては、基幹事業であるSNSマーケティング事業の売上拡大により、業績見通し

は、売上高1,742,500千円(前期比25.5％増)、営業利益205,242千円(前期比2.5％増)、経常利益201,042千円(前期比

7.3％増)、親会社株主に帰属する当期純利益122,553千円(前期比34.4％増)を見込んでおります。なお、2023年３月

期の連結業績予想に与える新型コロナウイルス感染症の影響は、軽微であると考えております。

また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、今後のIFRS(国際財務報告基準)の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく

方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 440,233 863,913

受取手形及び売掛金 213,470 -

受取手形 - 4,921

売掛金 - 368,982

未収還付法人税等 20,459 7,955

その他 41,275 37,299

貸倒引当金 △72 △59

流動資産合計 715,367 1,283,013

固定資産

有形固定資産

建物 14,532 651

減価償却累計額 △13,280 △72

建物（純額） 1,252 579

工具、器具及び備品 5,754 3,431

減価償却累計額 △4,861 △2,984

工具、器具及び備品（純額） 893 447

有形固定資産合計 2,145 1,026

無形固定資産

のれん 9,113 4,556

ソフトウエア 1,912 1,230

無形固定資産合計 11,026 5,787

投資その他の資産

繰延税金資産 38,587 31,015

その他 15,468 5,599

投資その他の資産合計 54,056 36,614

固定資産合計 67,227 43,428

資産合計 782,595 1,326,441
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 48,095 102,007

短期借入金 200,000 200,000

１年内返済予定の長期借入金 57,996 51,209

未払金 85,781 163,077

未払法人税等 18,367 81,659

未払消費税等 13,991 69,466

契約負債 - 12,886

その他 16,034 12,990

流動負債合計 440,267 693,296

固定負債

長期借入金 234,029 168,700

固定負債合計 234,029 168,700

負債合計 674,296 861,996

純資産の部

株主資本

資本金 136,760 266,687

資本剰余金 111,310 241,237

利益剰余金 △151,777 △60,558

株主資本合計 96,294 447,366

新株予約権 2,940 2,940

非支配株主持分 9,064 14,138

純資産合計 108,299 464,444

負債純資産合計 782,595 1,326,441
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 963,636 1,388,119

売上原価 480,888 579,276

売上総利益 482,748 808,843

販売費及び一般管理費 518,389 608,513

営業利益又は営業損失（△） △35,641 200,329

営業外収益

受取利息 10 9

補助金収入 14,264 -

印税収入 - 1,076

講演料等収入 - 1,313

その他 4,647 315

営業外収益合計 18,921 2,715

営業外費用

支払利息 4,841 4,174

為替差損 109 -

補助金返還損 2,183 -

株式上場費用 - 6,403

株式交付費 - 5,000

その他 648 157

営業外費用合計 7,783 15,734

経常利益又は経常損失（△） △24,503 187,309

特別損失

固定資産除却損 3,294 847

特別損失合計 3,294 847

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△27,798 186,462

法人税、住民税及び事業税 19,491 82,597

法人税等調整額 △18,588 7,572

法人税等合計 903 90,169

当期純利益又は当期純損失（△） △28,701 96,292

非支配株主に帰属する当期純利益 4,546 5,073

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△33,248 91,218
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △28,701 96,292

包括利益 △28,701 96,292

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △33,248 91,218

非支配株主に係る包括利益 4,546 5,073
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本
新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 136,760 111,310 △118,529 129,542 2,940 4,518 137,000

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△33,248 △33,248 △33,248

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
4,546 4,546

当期変動額合計 - - △33,248 △33,248 - 4,546 △28,701

当期末残高 136,760 111,310 △151,777 96,294 2,940 9,064 108,299

当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本
新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 136,760 111,310 △151,777 96,294 2,940 9,064 108,299

当期変動額

新株の発行 124,614 124,614 249,228 249,228

新株予約権の行使 5,312 5,312 10,625 10,625

親会社株主に帰属する

当期純利益
91,218 91,218 91,218

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
5,073 5,073

当期変動額合計 129,926 129,926 91,218 351,071 - 5,073 356,145

当期末残高 266,687 241,237 △60,558 447,366 2,940 14,138 464,444
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△27,798 186,462

減価償却費 8,582 1,171

のれん償却額 4,556 4,556

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,716 △13

受取利息 △10 △9

支払利息 4,841 4,174

固定資産除却損 3,294 847

株式交付費 - 5,000

売上債権の増減額（△は増加） 90,746 △160,432

仕入債務の増減額（△は減少） 2,261 53,912

未払金の増減額（△は減少） △922 77,295

未払消費税等の増減額（△は減少） △41,727 55,474

その他 1,841 8,169

小計 41,950 236,608

利息の受取額 10 9

利息の支払額 △4,814 △4,107

法人税等の還付額 - 20,459

法人税等の支払額 △58,867 △25,793

営業活動によるキャッシュ・フロー △21,721 227,176

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,233 △218

有形固定資産の売却による収入 138 -

無形固定資産の取得による支出 △316 -

その他 8,826 13,984

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,415 13,766

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 150,000 -

長期借入金の返済による支出 △65,935 △72,116

株式の発行による収入 - 254,853

財務活動によるキャッシュ・フロー 84,065 182,737

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66,759 423,679

現金及び現金同等物の期首残高 373,474 440,233

現金及び現金同等物の期末残高 440,233 863,913
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（「収益認識に関する会計基準」等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従って

おりますが、利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。

また、当連結会計年度の損益に与える影響もありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

当社は、2021年12月21日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。株式上場にあたり、2021年12月20

日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行215,000株があったこと等によ

り、資本金及び資本剰余金がそれぞれ129,926千円増加しております。

この結果、当連結会計年度末において、資本金が266,687千円、資本剰余金が241,237千円となっております。

(追加情報)

2021年11月17日に提出した新規上場申請のための有価証券報告書(Ⅰの部)の「追加情報」に記載した新型コロナ

ウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について、重要な変更はありません。
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(収益認識関係)

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

合計SNSマーケティング

事業

マーケティング

オートメーション

事業

計

SNSアカウント運用支援 1,017,996 － 1,017,996 1,017,996

SaaS型SNS運用支援ツール 267,787 － 267,787 267,787

人材教育 27,490 － 27,490 27,490

マーケティングオートメー

ションツール導入・運用支

援

－ 74,845 74,845 74,845

顧客との契約から生じる

収益
1,313,274 74,845 1,388,119 1,388,119

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 1,313,274 74,845 1,388,119 1,388,119

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

①SNSアカウント運用支援

当社の連結子会社である株式会社コムニコが提供している「SNSアカウント運用支援」事業は、顧客に対して企業

のSNSアカウントの戦略策定からアカウント開設、運用代行、コンテンツ制作、キャンペーンの企画・運用、広告出

稿、レポート作成、効果検証までワンストップでサービスを提供しており、顧客との間に締結した役務提供契約に

基づき、財・サービスを顧客に提供する義務があります。履行義務の充足時点については、成果物の納品または役

務の提供により主な履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

②SaaS型SNS運用支援ツール

当社の連結子会社である株式会社コムニコが提供している「SaaS型SNS運用支援ツール」事業は、顧客のSNSマー

ケティングの運用を効率化するためのツールを提供しており、顧客との間に締結した役務提供契約に基づき、財・

サービスを顧客に提供する義務があります。履行義務の充足時点については、期間契約型の場合は契約により定め

られたツール提供期間にわたって収益を認識し、受注販売型契約の場合は顧客との間に締結した役務提供契約に基

づき、ツールを顧客に提供する義務があります。履行義務の充足時点については、契約で定めたツールの提供内容

により履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

③人材教育

当社の連結子会社である一般社団法人SNSエキスパート協会が提供している「人材教育」事業は、顧客にSNSに関

するノウハウやリスク対策を体系化した検定講座を提供しており、顧客との間に締結した役務提供契約に基づき、

財・サービスを顧客に提供する義務があります。履行義務の充足時点については、成果物の納品または役務の提供

により主な履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

④マーケティングオートメーションツール導入・運用支援

当社の連結子会社である株式会社24-7が提供している「マーケティングオートメーションツール導入・運用支

援」事業は、マーケティングオートメーション、営業支援システム、顧客管理システムの３つのクラウドサービス

を用いて、顧客の経営課題に沿った戦略策定やプロセスの設計、最適なテクノロジーの選定、運用サポートまでワ

ンストップで支援しており、顧客との間に締結した役務提供契約に基づき、財・サービスを顧客に提供する義務が

あります。履行義務の充足時点については、成果物の納品または役務の提供により主な履行義務が充足されること

から、当該履行義務を充足した時点で収益を認識しております。
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３.当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報

（１）契約資産及び契約負債の残高等

(単位：千円)

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権(期首残高) 213,470

顧客との契約から生じた債権(期末残高) 373,903

契約負債(期首残高) 10,816

契約負債(期末残高) 12,886

当期に認識した収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は10,816千円であります。また、契約

負債の増加額は、主に前受金の受取により生じたものであります。

（２）残存履行義務に配分した取引価格

当社グループにおいては、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の便法を適用し、

残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

したがって、当社は、サービスの提供形態別のセグメントから構成されており、「SNSマーケティング事業」、

「マーケティングオートメーション事業」の２つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

報告セグメント 属するサービスの内容

SNSマーケティング事業 SNS運用支援サービス、SNS運用支援サービスツール、インターネット広告運用

マーケティングオートメ

ーション事業
マーケティングオートメーションツール活用支援サービス

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

事業セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

連結財務諸表

計上額SNSマーケテ

ィング事業

マーケティン

グオートメー

ション事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
902,686 51,069 953,755 9,880 963,636 ― 963,636

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

― 14,493 14,493 2,160 16,653 △16,653 ―

計 902,686 65,563 968,249 12,040 980,289 △16,653 963,636

セグメント利益

又は損失(△)
258,004 △11,026 246,978 △18,752 228,225 △263,867 △35,641

セグメント資産 853,429 49,021 902,451 ― 902,451 △119,856 782,595

その他の項目

減価償却費 8,343 ― 8,343 ― 8,343 239 8,582

のれんの償却額 4,556 ― 4,556 ― 4,556 ― 4,556

有形固定資産及び

無形固定資産の

増加額

1,283 ― 1,283 ― 1,283 2,535 3,819

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材紹介事業を含んでおりま

す。

２．調整額は以下のとおりです。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△263,867千円には、セグメント間取引消去△23千円及び報告セグメ

ントに配分していない全社費用△263,843千円が含まれております。

(2) セグメント資産の調整額△119,856千円は、セグメント間取引消去△211,529千円及び各報告セグメントに帰

属しない全社資産91,673千円であります。

(3) 減価償却費の調整額239千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係る減価償却費でありま

す。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額2,535千円は、各報告セグメントに配分していない全社資

産に係る増加額であります。

３．セグメント利益は連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額

(注)１

連結財務諸表

計上額SNSマーケティ

ング事業

マーケティン

グオートメー

ション事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
1,313,274 74,845 1,388,119 1,388,119 ― 1,388,119

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

― 5,096 5,096 5,096 △5,096 ―

計 1,313,274 79,941 1,393,215 1,393,215 △5,096 1,388,119

セグメント利益

又は損失(△)
515,124 △6,086 509,037 509,037 △308,707 200,329

セグメント資産 1,200,332 61,075 1,261,408 1,261,408 65,033 1,326,441

その他の項目

減価償却費 1,122 ― 1,122 1,122 49 1,171

のれんの償却額 4,556 ― 4,556 4,556 ― 4,556

有形固定資産及び

無形固定資産の

増加額

218 ― 218 218 ― 218

(注) １．調整額は以下のとおりです。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△308,707千円には、セグメント間取引消去△42,364千円及び報告セ

グメントに配分していない全社費用△266,343千円が含まれております。

(2) セグメント資産の調整額65,033千円は、セグメント間取引消去△45,076千円及び各報告セグメントに帰属し

ない全社資産110,110千円であります。

(3) 減価償却費の調整額49千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係る減価償却費であります。

２．セグメント利益は連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度

(自 2020年４月１日

至 2021年３月31日)

当連結会計年度

(自 2021年４月１日

至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 81.52円 318.97円

１株当たり当期純利益又は

１株当たり当期純損失（△）
△28.15円 73.42円

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
― 70.69円

(注）１．2021年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、当社株

式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、また、１株当たり当期純損失であるため、記載して

おりません。

２．2021年12月21日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、2022年３月期の潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、新規上場日から2022年３月期連結会計年度の末日までの平均株価を期中平均株価と

みなして算定しております。

３．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△）及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前連結会計年度

(自 2020年４月１日

至 2021年３月31日)

当連結会計年度

(自 2021年４月１日

至 2022年３月31日)

１株当たり当期純利益

又は１株当たり当期純損失(△)

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円)
△33,248 91,218

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円)
△33,248 91,218

普通株式の期中平均株式数(株) 1,181,275 1,242,367

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

普通株式増加数(株) ― 48,042

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権６種類

新株予約権の数7,670個

普通株式 191,750株

新株予約権１種類

新株予約権の数800個

普通株式 20,000株

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(2021年３月31日)

当連結会計年度

(2022年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 108,299 464,444

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 12,004 17,078

(うち新株予約権) (2,940) (2,940)

(うち非支配株主持分) (9,064) (14,138)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 96,294 447,366

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式

の数(株)
1,181,275 1,402,525

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


